
講義５では、初回面談から終結に至るまでの一連の流れ、家計改善支援における基本的な支
援について学んでいただきます。映像を視た後、グループワークで各設問についての学びを深
めていただきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 動画の相談事例の概要 
現状の家計を知り、次男の就労収入増と支出項目の見直しで、家計再建の目処が立った
事例 

＜相談者情報＞ 
相談者：69 歳女性 

 家族：次男と二人暮らし 
 収入：年金受給中/月 124,224 円/年金担保 月 5,000 円返済後 
 債務：消費者金融 1 社と姉 13 万円、残高32 万円 
 滞納：固定資産税 28 万円、マンション管理費 7 万円、国保 9 千円、ガス代 7 千円 
 年金担保残：9.3 万円 

＜相談内容＞ 
・2 年前に最愛の夫を亡くし、40 歳次男と同居中。相談者本人の年金と遺族年金を受給中。 
・病気で入院したため、入院に伴う費用の支払い、公共料金の滞納、マンション管理費の

滞納があり、どうすればよいかわからない。⻑年の固定資産税の滞納もあり、とても不
安。 
＜状況＞ 

・本年 3 月までは清掃業の仕事に就き、月 5〜７万円の収入があり、何とか⽣活できていた
が、病気のため、4 月から 5 月中旬まで入院し職も失った。担当の医師からは再度働くこ
とは難しいと言われている。 

・次男は 1 年前に対人トラブルで離職し、その後家に引きこもり気味で就職しても⻑続き
せず、最近は収入がない。 

・⻑男は家族とともに遠⽅に住み、付き合いはほとんど無い。 
  



 
家計改善支援とは、相談者の気持ちに寄り添いながら家計の状況を明らかにし、家計の視点から相

談者とともに⽣活困窮の出口を見つけ出す支援です。 
相談の中で家計の見える化を図り、１ヶ月の収支の状況を理解してもらうことが家計改善支援の基

本的な考え⽅です。相談者本人が家計の現状を理解し、⽣活を見直すことで家計の改善⽅針を見出し
て、将来にわたって収支を自己管理できるよう伴走しながら支援を行います。 

 

 
家計改善支援には、支援の5 つの基本的な柱があります。 
1. 家計の現状を理解してもらう支援 
2. 行政窓口に同行し、給付制度の利用や税金、公共料金等の滞納を解消する支援 
3. 法律相談に同行し、借金や家賃滞納など債務に関する支援 
4. ⽣活の健全化を図るために必要な貸付をあっせんする支援 
5. 相談者自身が家計を自ら管理できるようにする支援 
この他、家計改善支援だけで解決できない、障がいや依存症（ギャンブル、アルコール）などの課

題を抱える人への支援は、自立相談支援や医療機関などと連携を行います。 

 
家計の現状の根本の部分にある相談者の気持ちを受けとめ、寄り添ってお話を聴くこころ構えが大

切です。どのような感情が存在し、何を伝えたいか、相談者の背景を理解しながら話をすすめます。
相談の核心を聞き取りながら、信頼関係を深めていきます。   

そして、家計改善支援員の思い込みや価値観で相談者の話を受けとめずに、まずよい聴き手となり
「聴かせていただく」こころ構えでじっくり聴く姿勢が必要です。自分が正しく理解できているか、
相談者の主訴を発語し、間違いがないか確認します。 

この他、相談者の言葉だけではなく、目や手の動き、声の調子、表情、息遣い、姿勢など全体の様
子に気を配りながら理解に努めます。何気ない仕草は相談者が、どのように感じているかを知る手が
かりになることがあります。 

また、相談者の話を聴いて動揺したり、違和感を感じたり、思考が閉鎖的になっていないか、自分
自身の気持ちに気付くことも重要です。これ以上相談者の話を聴けないと感じたら、他の家計改善支



援員
 

援員の助けを求める心のゆとりも大切です。の助けを求める心のゆとりも大切です。の助けを求める心のゆとりも大切です。の助けを求める心のゆとりも大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 



 



 

 
この事例の田中さんは少し前に自立相談支援事業所に相談

し、そこの紹介で家計改善支援事業所に相談に来られています。
したがって、困っている内容については自立相談支援事業所と
の情報共有はできていることが前提です。 

 
 
 
 
 

     初めて相談に来る人はどのような気持ちで相談室を訪れていると思いますか？ 
       そのような相談者をお迎えしたり、ご案内する時に、どのようなことを心がけているのか、 

話し合ってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q１ 



 
             
                収入の聞き取りでこれは重要だなと気づいたところがありましたか？ 

気づいたことを話し合ってください。 
 

 
 
 
 

 
相談時家計表の作成は１円単位まで正確に把握する必要はありません。⽣活に困窮して相談にお見

えになる人は、今日明日の支払いに困り、今幾らお金が不足しているかは分かっていても、１週間後
どうなっているのか、１ヶ月での収支では幾ら不足するのかが分からない人がほとんどです。ですか
ら、今の⽣活の仕⽅で１ヶ月を過ごした時にはどれくらいのお金が不足するのか、その収支をざっく
りと把握し、不足する金額をどう賄うのかを相談するのが家計改善支援です。その場合、精度の高い
収支結果が分かる必要はなく、大まかに収支金額を把握できれば充分です。支出を減らす⽅向で改善
できるところはどこか、収入を増やす⽅向でできることは何か等を見極める上でも、改善すべき金額
の目標が分からないと相談が深まりません。レシートなどを細かく積み上げて家計を把握しようとす
ると、収支結果が分かるまでの１ヶ月の時間を無為に過ごすことになります。相談者が少しでも早く、
目標を定めて手を打てるように促していくことは大事なことですので、精度にこだわらずに、今分か
ることで相談を進めましょう。 

 

 
年金や資産や就労による収入そのままではなく、家計に入るお金のことを家計収入と呼んでいます。 

例えば、同居の子どもがいてその子の就労収入は１０万円であるが、家計に５万円を入れている場合
は５万円がその子からの家計収入となります。 

このように収入と家計収入を区別しているのは、一緒に⽣計をたてている家族でも⻑年の家族関係
や習慣により、家計への負担の仕⽅には違いがあるためです。 

 

 
家計への負担の仕⽅の中に家族間の無理解や軋轢

あつれき
、解決すべき課題が隠れていたりするため、家計

は誰が管理しているのか、家計は誰がいくら負担しているのか、そもそもの収入金額は分かっている
かなどを丁寧に聞きとり、その背景も理解していくことが重要です。十数年前、この聞き取りの中か
ら、当時余り意識されていなかったＤＶに気付き、その解決に向かったことがあります。家計を丁寧

Q２ 



に聞き
ありません。

 

しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬などの季節による変化は
あっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出です。様々なお話をする上でも、答
えやすいところから入ると後が進めやすいです。

 

費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費があるかなど、⽣活に即して尋ねましょう。抜
け落ちや
のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほとんど分からない状態の人が多いです。
支援員
しょう。

 

持ちや⽣活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しないと家計の改善にはつ
ながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さ
経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見えてきたこともあるし、教育費のかけかたに
離婚したことで子どもに負い目を感じている⺟親の姿を見たことなどもあります。

 

がないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握しやすいです。相談者
固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換えて、そこに書き込みます。

に相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一緒に費目を見て
いるうちに触発されていろいろと思い出し、自分の支出傾向も見えるようになった」という感想が出
されています。

 

に聞き取ることで、相談員だけでなく、相談者本人も認識してなかった事実に気付くケースは少なく
ありません。 

食材は頻繁に買い物に行きますので、支出金額をインタビューで把握するのは難しい点があります。
しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬などの季節による変化は
あっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出です。様々なお話をする上でも、答
えやすいところから入ると後が進めやすいです。

住居費は持ち家なのか、賃貸なのかで、聞く内容が変わります。持家でもマンションであれば管理
費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費があるかなど、⽣活に即して尋ねましょう。抜
け落ちやすいものとして、趣味や娯楽費、ペットの費用や交際費があります。家計を預かっている人
のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほとんど分からない状態の人が多いです。
支援員自身が自分の⽣活と家計を物指しにして、相談者の⽣活に関心をもって、聞き取るようにしま
しょう。 

聞き取りは、支出金額を聞いたら終わりではありません。支出金額の背景に相談者のどのような気
持ちや⽣活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しないと家計の改善にはつ
ながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さ
経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見えてきたこともあるし、教育費のかけかたに
離婚したことで子どもに負い目を感じている⺟親の姿を見たことなどもあります。

家計表の費目は⽣活するうえで一般的で事例の多い支出項目を挙げています。見落としや聞き漏れ
がないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握しやすいです。相談者
固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換えて、そこに書き込みます。

家計改善支援員
に相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一緒に費目を見て
いるうちに触発されていろいろと思い出し、自分の支出傾向も見えるようになった」という感想が出
されています。

取ることで、相談員だけでなく、相談者本人も認識してなかった事実に気付くケースは少なく
 

食材は頻繁に買い物に行きますので、支出金額をインタビューで把握するのは難しい点があります。
しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬などの季節による変化は
あっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出です。様々なお話をする上でも、答
えやすいところから入ると後が進めやすいです。

住居費は持ち家なのか、賃貸なのかで、聞く内容が変わります。持家でもマンションであれば管理
費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費があるかなど、⽣活に即して尋ねましょう。抜

すいものとして、趣味や娯楽費、ペットの費用や交際費があります。家計を預かっている人
のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほとんど分からない状態の人が多いです。

自身が自分の⽣活と家計を物指しにして、相談者の⽣活に関心をもって、聞き取るようにしま

聞き取りは、支出金額を聞いたら終わりではありません。支出金額の背景に相談者のどのような気
持ちや⽣活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しないと家計の改善にはつ
ながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さ
経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見えてきたこともあるし、教育費のかけかたに
離婚したことで子どもに負い目を感じている⺟親の姿を見たことなどもあります。

家計表の費目は⽣活するうえで一般的で事例の多い支出項目を挙げています。見落としや聞き漏れ
がないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握しやすいです。相談者
固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換えて、そこに書き込みます。

家計改善支援員から費目が多いという意見を聞
に相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一緒に費目を見て
いるうちに触発されていろいろと思い出し、自分の支出傾向も見えるようになった」という感想が出
されています。 

取ることで、相談員だけでなく、相談者本人も認識してなかった事実に気付くケースは少なく

食材は頻繁に買い物に行きますので、支出金額をインタビューで把握するのは難しい点があります。
しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬などの季節による変化は
あっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出です。様々なお話をする上でも、答
えやすいところから入ると後が進めやすいです。

住居費は持ち家なのか、賃貸なのかで、聞く内容が変わります。持家でもマンションであれば管理
費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費があるかなど、⽣活に即して尋ねましょう。抜

すいものとして、趣味や娯楽費、ペットの費用や交際費があります。家計を預かっている人
のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほとんど分からない状態の人が多いです。

自身が自分の⽣活と家計を物指しにして、相談者の⽣活に関心をもって、聞き取るようにしま

聞き取りは、支出金額を聞いたら終わりではありません。支出金額の背景に相談者のどのような気
持ちや⽣活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しないと家計の改善にはつ
ながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さ
経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見えてきたこともあるし、教育費のかけかたに
離婚したことで子どもに負い目を感じている⺟親の姿を見たことなどもあります。

家計表の費目は⽣活するうえで一般的で事例の多い支出項目を挙げています。見落としや聞き漏れ
がないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握しやすいです。相談者
固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換えて、そこに書き込みます。

から費目が多いという意見を聞
に相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一緒に費目を見て
いるうちに触発されていろいろと思い出し、自分の支出傾向も見えるようになった」という感想が出

取ることで、相談員だけでなく、相談者本人も認識してなかった事実に気付くケースは少なく

食材は頻繁に買い物に行きますので、支出金額をインタビューで把握するのは難しい点があります。
しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬などの季節による変化は
あっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出です。様々なお話をする上でも、答
えやすいところから入ると後が進めやすいです。  

住居費は持ち家なのか、賃貸なのかで、聞く内容が変わります。持家でもマンションであれば管理
費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費があるかなど、⽣活に即して尋ねましょう。抜

すいものとして、趣味や娯楽費、ペットの費用や交際費があります。家計を預かっている人
のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほとんど分からない状態の人が多いです。

自身が自分の⽣活と家計を物指しにして、相談者の⽣活に関心をもって、聞き取るようにしま

聞き取りは、支出金額を聞いたら終わりではありません。支出金額の背景に相談者のどのような気
持ちや⽣活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しないと家計の改善にはつ
ながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さ
経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見えてきたこともあるし、教育費のかけかたに
離婚したことで子どもに負い目を感じている⺟親の姿を見たことなどもあります。

家計表の費目は⽣活するうえで一般的で事例の多い支出項目を挙げています。見落としや聞き漏れ
がないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握しやすいです。相談者
固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換えて、そこに書き込みます。

から費目が多いという意見を聞くことがありますが、家計改善支援を利用し、のち
に相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一緒に費目を見て
いるうちに触発されていろいろと思い出し、自分の支出傾向も見えるようになった」という感想が出

取ることで、相談員だけでなく、相談者本人も認識してなかった事実に気付くケースは少なく

食材は頻繁に買い物に行きますので、支出金額をインタビューで把握するのは難しい点があります。
しかし、住居費は毎月決まっていますし、水道光熱費や教育費などは夏と冬などの季節による変化は
あっても毎月大きな変化がないので、大雑把に把握しやすい支出です。様々なお話をする上でも、答

住居費は持ち家なのか、賃貸なのかで、聞く内容が変わります。持家でもマンションであれば管理
費のこと、賃貸であれば更新費はあるのか、町内会費があるかなど、⽣活に即して尋ねましょう。抜

すいものとして、趣味や娯楽費、ペットの費用や交際費があります。家計を預かっている人
のお小遣いなどは家計と区別がなくなっていて、ほとんど分からない状態の人が多いです。

自身が自分の⽣活と家計を物指しにして、相談者の⽣活に関心をもって、聞き取るようにしま

聞き取りは、支出金額を聞いたら終わりではありません。支出金額の背景に相談者のどのような気
持ちや⽣活、環境があるのかを意識するようにしてください。そこを解決しないと家計の改善にはつ
ながりません。この事例では電気代や理美容雑貨費から息子さんの状態が見えてきました。私たちの
経験では携帯代の聞き取りから孤独な相談者の状態が見えてきたこともあるし、教育費のかけかたに
離婚したことで子どもに負い目を感じている⺟親の姿を見たことなどもあります。

家計表の費目は⽣活するうえで一般的で事例の多い支出項目を挙げています。見落としや聞き漏れ
がないように相談者にも家計表を見てもらいながらすすめると支出費目を把握しやすいです。相談者
固有の費目があれば、空いている欄や使っていない費目を書き換えて、そこに書き込みます。

くことがありますが、家計改善支援を利用し、のち
に相談支援員になった人からは「こんなに細かく聞かれるのかと最初は思ったが、一緒に費目を見て
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相談時家計表の収支結果を出す前に、家計改善支援員が相談者に毎月どれくらいのお金が
不     足していると感じているかをお尋ねし、本人に考えてもらっています。 

相談者に現実に気づいてもらうための工夫として、皆さんはどのようなかかわり方をしたら
よいと思いますか？話し合ってください。 
 

 
 
 
  
 
 

 

 

食費の聞き取りは丁寧にすすめることが重要です。食費を聞くことでどのような⽣活をされている
のかがよく分かります。外食や弁当中心の⽣活であると支出が多くなるばかりでなく、健康にも影響
します。何故その様な食⽣活になっているのかを注意深く聴いていくと、視力が落ちてよく見えない、
体調が悪い、料理をしたことがないなどの別の課題が見えることもあります。また、家族数に比べ食
費が少ないので、よく聞いてみると実家の親や兄弟から米や野菜を貰っていることが分かり、必要な
時には相談にのってもらえる関係であることなども分かります。 

 

 

個人情報に関する同意書について、自立相談支援の相談受付・申込票は家計改善支援と共通のもの
です。自立相談支援事業所からの家計改善支援事業所に相談者が紹介されてきた場合は相談受付・申
込票の同意書が活用できます。たまに自立相談支援事業所が相談受付・申込票の同意書を相談者から
貰ってないことがあります。その場合は家計改善支援事業所で同意書へのサインをもらってください。 

Q３ 



 

面談が終わったら、必ず振り返りをしてください。家計改善支援員の面談スキルを上げていく上で、
振り返って意識することは、とても大切です。以下は、特に振り返ってほしい項目３点です。 
１．相談者がどのような表情で帰られたか 

その日の面談が相談者の気持ちに寄り添ってスムーズに進んだかどうかが分かります。 
２．次の相談につなげることができたか 

次の面談は何時になったのか、支援が継続していくかどうか、ゆるやかな目標が立っているか。 
３．次の面談に向けて何を準備すればよいのか 

次の面談に向けて準備しておくことを忘れないように記録しておきます。 
 

  
家計改善支援事業を実施していながら自立相談の記録のみで、家計改善支援の記録を作成していな

い事業所がかなりあります。家計改善支援は独自の視点から留意点をまとめておくことが必要です。
特に家計表などは必ず、当日中に作成するようにしていきましょう。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       



 

 

  

初回面談で確認したように２回目の面談は、
次男の状況や意思を確認するために自宅を訪
問し、家計計画表を作るという場面です。 

 

 
この事例では息子さんに相談時家計表を前もって見てもらい、支出が減らせそうにないため、
収入を増やすしかないことを息子さんにも理解してもらい就労につながりました。 
では、息子さんが家計改善支援員とほとんど話せない心理状態で、かつ就労がとても望めそう
にない場合は、どのように相談を進めればよいと思いますか？話し合ってください。 
 

 
 
 
 
 

 

 
この映像の中では、自立相談支援員は自宅への訪問に同行していませんが、実際の自宅訪問の場合

は家計改善支援員に自立相談支援員が同行しています。その⽅が、情報共有がしやすいためです。自
立相談支援員の体制が無い場合などはケースバイケースですが、家計改善支援員が一人だけで訪問す
ることは可能な限り避けるようにしています。双⽅の安全の確保や様々な状況に対応する上でも、複
数で対応したほうが良いでしょう。 

 

 
家計改善支援員が意識しておくべき連携先として別紙の事業所（ｐ34）があります。各事業所の窓

口に顔を出し、何かの時には協力をお願いして窓口から相談者を紹介してもらうことも含め働きかけ
をしましょう。窓口によっては、相談者の掘り起こしにつながることもあります。 

 

Q４ 



 

  

自宅訪問で家計計画表が作成でき、６月に次男も勤め先が決
まり、7 月から仕事に就くことができました。ここからは給与
支給日までの家計の状態を把握するために再度相談室に来て
いただき、キャッシュフロー表などの作成をした場面です。 

 

 
キャッシュフロー表の作成に必要な「収支に関する人⽣の出来事（ライフイベント）とその時期・

金額」をまとめたもののことをライフイベント表と言います。相談者が自分のありたい将来の姿と現
実に起こる将来の出費や収入を書き込んで作成するものです。相談者の思いが反映されますので、キ
ャッシュフローを作成する前に必ずライフイベント表を相談者本人に書いてもらい、意見交換してく
ださい。事例の内容を反映した相談時家計表、家計計画表、ライフイベント表、キャッシュフロー表、
家計再⽣プラン（ｐ28〜32）を確認してください。 

 

 
    家計再⽣プランは、アセスメント結果に基づき、目標や解決すべき課題を整理し、今後の取り組みを

プランにまとめたものです。少しずつ確実にすすめていくことを念頭に置きながら相談者と家族が一体
となって、家計改善支援員が一緒に作成することが大切です。事例の内容を反映した家計再⽣プランは
ｐ33 にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
       

住⺠税、所得税、自動⾞税、固定資産税、国⺠健康保険料、介護保険料などの税金や公共料金
についての同行支援は自治体によって対応の仕方に違いがあります。 
それぞれどうしているかをグループ内で出し合いましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
本教材の事例では、相談時家計表を作成した結果、現状の⽣活では５万円の赤字となることが分か

りました。また、過去の病気のため本人の就労は難しいことから、支出を減らす⽅法の他に、次男の
就労を相談しました。自宅訪問では、相談者と次男が大切にしている事を確かめながら、相談者には
どの費目を削減できるか、また、次男には短時間での就労の可能性など、家計を成り立たせる⽅策を
一緒に考えました。 

その結果、次男の就労収入 5 万円での収入増の他、インターネットや墓参りの費用などを減額する
と、小遣い等を増額しても家計が成立しました。今後、医療費が嵩む傾向にあり、本人の障害者手帳
取得のため病院に同行予定です。現在、無事に次男の就労に成功するなど、積極的に⽣活再⽣に努め
ています。 

 

 
本事例での家計改善支援は2 つの効果が⽣まれました。 
１つめは⽣活の実態が見えたことで、自分たちで改めるべき点を見出すことができた点。 
２つめは次男の就労により家計改善の目処が見え、精神的な負担が軽減され、滞納⽣活費や固定資産 

税の支払いも計画的になったことで、不安が解消した点です。また、障害者手帳の取得で医療費の削減 
ができれば、さらに⽣活は安定します。 

 

Q５ 



 
同行支援も重要な家計改善支援員の業務です。⽣活に困窮している人にとって弁護士や行政窓口に

行くことはとてもハードルが高いばかりでなく、法的に活用可能な救済制度を知らない事も多いので
す。したがって、行政窓口や法律相談に同行し、
制度を活用して解決するための⽅策を一緒に相談
します。滞納などであっても、見通しをつけるま
で数ヶ月支払いを待ってもらうことや、分割納付
の金額などの相談を行います。 

相談の一つ一つは小さな出来事ですが、目の前
にあることを一つずつクリアすることは信頼関係
の積み重ねになり、やがて大きな問題を解決して
いく事となります。 

 

 
H30 年４月時点の全国の事業所のうち、自立支援事業が行政直営のところは全体の35％です。直営

＋委託のところを入れても 45％です。55％は委託事業所です。家計改善支援事業になると 85％が委
託事業所で取り組まれています。 

直営で困窮者自立支援事業がすすめられている自治体の場合は個人情報の同意書があれば、庁内連
携で進めやすくなります。しかし、委託になると同意書があっても難しい問題があります。委託事業
所の場合は庁内への窓口同行などの取り組み⽅については、事前に委託元の自治体の責任者と丁寧に
相談しておく必要があります。 

 

 
家計改善支援では行政窓口に同行支援することをすすめています。同行することによって窓口の担

当者に相談者の家計状況を正確に理解いただけますし、実施可能な返済の仕⽅を相談者を含めて決め
ることが出来ます。相談者も安心して窓口との相談に臨めるため結果として約束もきちんと守られま
す。しかし、滞納を一括管理して対応する収納課などがある自治体では、委託先の家計改善支援員が
窓口に同行すること自体を拒否されること
があります。 
その様な自治体には困窮者支援の役割や相     

談者だけでなく、自治体にとっての家計改善   
支援のメリットを丁寧に話し込み、収納課の 
担当者の理解を深めてもらう取り組みから開 
始しましょう。また、家計改善支援員が収納 
課の役割や権限を踏み越えて一⽅的に対応し   
ていないか等も振り返ってみましょう。その   



上で、⽣活困窮者自立支援を実施をしている行政の責任者にも庁内の状況を理解してもらい、庁内で
の連携のあり⽅を一緒に考えてもらい、支援会議などの発足につなげるようにしましょう。 

 

 
家計改善支援員自身の勉強にもなりますから、法テラスや弁護士事務所等にも相談者に同行しますが、 

相談者を差し置いて家計改善支援員が先行して、話をすすめるようなことにならないよう、配慮しま
しょう。 

 
家計改善支援員は家計に現れる収支を評価するのではなく、裏側にある相談者の思いを聞き取り、

⽣き⽅や人⽣観を尊重することがとても大切です。家計改善支援の最大の特⻑は、お金の動きを見る
事で、家庭内で大切にしている事がわかり、同時に課題や解決策も見えてくることです。 

 
家計改善支援は決して指導をすることではありません。 

 
相談者が自己洞察を深め、課題を見出し、家計改善に向けて自己管理できるように立ち上がってい

くための支援であることを意識し続けることが大切です。 
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https://www.greencoop.or.jp/seikatsu_konkyusha_shien

講義５で使用した家計改善支援の映像教材

困窮者支援情報共有サイト」

グリーンコープ⽣活協同組合連合会のホームページ
https://www.greencoop.or.jp/seikatsu_konkyusha_shien

家計改善支援の映像教材

困窮者支援情報共有サイト」https://minna

グリーンコープ⽣活協同組合連合会のホームページ
https://www.greencoop.or.jp/seikatsu_konkyusha_shien

家計改善支援の映像教材と

https://minna

グリーンコープ⽣活協同組合連合会のホームページ
https://www.greencoop.or.jp/seikatsu_konkyusha_shien

と手引書は

https://minna-tunagaru.jp/manabi/#a

グリーンコープ⽣活協同組合連合会のホームページ
https://www.greencoop.or.jp/seikatsu_konkyusha_shien

は下記に掲載しています。

tunagaru.jp/manabi/#a

グリーンコープ⽣活協同組合連合会のホームページ」
https://www.greencoop.or.jp/seikatsu_konkyusha_shien/

下記に掲載しています。

tunagaru.jp/manabi/#a

/ 

 

下記に掲載しています。 

tunagaru.jp/manabi/#a-04 

 

 



参考資料 
  

次頁以降は、ここまで学んでいただいたことをさらに深めていただくために、下記の項目に
ついて説明した参考資料です。 

家計改善支援の本来のあり⽅や、相談者を理解するための前提となる考え⽅や相談者の心の
動きなどについて説明しています。相談支援の基本姿勢や相談員としての心がまえを大切にし
て相談支援に役立てていただきたいと思います。 
   
 
 ・「家計管理・出納管理」と「金銭管理」の違い 
 ・よくある質問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 



 
 



よくある質問 
Q:どのような相談多く、背景にはどのような課題がありますか？ 

背景にある家族の問題 
・家族に障がい者がいるが、必要な支援

を受けていない。 
・家族にうつ症状・対人不安・パニック

障がい・発達障がいがある。 
・ＤＶ（経済、家庭内暴力）被害がある。 
・ギャンブル・アルコール等依存症を抱

える家族がいる。 
・ひきこもり、登校拒否等の家族がいる。 
・認知症の家族を抱えている。 
・家族が生活費を入れない、または生活

費をあてにされている。 

よくある相談内容（例） 
・多重債務で借金がふくれ、生活費が足りない。 
・生活保護受給ができないと言われた。 
・就労が出来ず収入がない。 
・電気・ガス・水道代などが支払えず、ライフライン

が止まりそう。 
・家賃が支払えず、退去命令がでている。 
・保護費を落として困っている。 
・仕事が決まったがそれまでの生活費が不足してい

る。 
・⺟⼦家庭で今の収入では生活費が足りない。 
・滞納や借金をまとめて返済して、月の支払を少なく

したい。 
・⼦どもの入学金が足りない。 
・お金がなく車税の支払いや車検が出来ず困ってい

る。 
・身内の冠婚葬祭のためのお金がない。 
・家賃が安い所に引越したいが引越しの資金がない。 

背景にある本人の精神的な課題 
・就労が安定せず、対人関係や就労への不安を抱えてい

る。 
・面談をする中で、うつ症状や対人不安や発達障がいが

見受けられる。 
・病気を抱えているが病院に通院できていないなど。 
・家族との共依存関係など。 
・虐待、育児ノイローゼなど。 
・独居高齢者で支援が必要。 
・ギャンブル・アルコール依存。 

お金の問題 
・借金の返済 
・税金の滞納 
・電気代、ガス代、水道料金滞納 
・⺠間や公営住宅の家賃滞納 
・保育料の滞納 
・校納金の滞納 
・国⺠健康保険の滞納 
・国⺠年金の滞納 
・介護保険料の滞納 
・住宅ローンの滞納 
・利用できる給付や減免制度に気付いて

いない 



Q:家計改善支援で解決していくのはどのような相談内容ですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Q:家計改善支援が必要なのはどのような状況の方ですか？ 
① 多重債務もしくは過剰債務を抱え、返済が困難になっている人 
② 債務整理を法律専門家に依頼した直後や債務整理途上の人 
③ 収入よりも生活費が多く、借金に頼ったり、支払いが滞らざるを得ない人 
④ 収入が少なかったり波があるが、生活保護の対象とならず、家計が厳しい状態の人 
⑤ 家族で家計について話したことがなく、それぞれが勝手にお金を使っている人 
⑥ カードに頼って生活や買い物をして、家計の収支やいくら借金があるのか把握していない

人 
⑦ 収入はあり、生活はできているが、家賃をはじめ、水道光熱費、校納金、給食費、保育料

などの滞納を抱えていたり、税金などを延滞している人 
⑧ 就労先が決まったが収入が得られるまで時間がかかり、生活資金の貸付を予定している人 
⑨ 児童扶養手当や年金の支給など月単位の収入ではなく２〜４ヶ月単位の収入があり、支出

も月単位で変化があり、家計管理が難しい人 
⑩ 生活保護受給者であるが就労収入や年金収入があり、保護費減額などにより収入管理が難

しい人 
ただし、上記の状況の発生が重い障がいなどに起因する場合や相談者の管理能力のはなはだしい欠如

などにより発生していると思える場合、何らかの心理的背景があり家計を維持したり管理すること自体
を拒否されている場合などは、家計改善支援と同時に、そもそもの課題を解決するための支援も同時に
必要となる。 

それは、家計改善支援は相談者の意思と相談者の理解に基づき家計を再生することを支援するという
のが基本であるため、相談者の理解や能力が伴わない場合は専門機関との連携や別の方策が必要となる。 

 
 

家計収支の改善のために収入や支出の見直し 

 

借金以外のお金の問題 
・税金の滞納   ・電気代、水道料金の滞納 
・⺠間や公営住宅の家賃滞納 ・保育料の滞納 
・校納金の滞納   ・国⺠健康保険の滞納 

借金や生活資金不足 
・一時的な生活資金不足 
・住宅ローン、自動車ローン、学資ローンなどの債務 
・クレジットの物品ローン、消費者金融からの債務など 




